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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成30年2月8日(2018.2.8)

【公開番号】特開2017-111865(P2017-111865A)
【公開日】平成29年6月22日(2017.6.22)
【年通号数】公開・登録公報2017-023
【出願番号】特願2015-243198(P2015-243198)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/88     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/36     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/10     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ    4/88     　　　Ｋ
   Ｂ３２Ｂ   27/00     　　　Ｌ
   Ｂ３２Ｂ   27/36     　　　　
   Ｈ０１Ｍ    8/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年12月14日(2017.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　離型層に含まれる樹脂が、環状ポリオレフィン系の樹脂であることを特徴とする請求項
１～４のいずれかに記載の固体高分子型燃料電池成型用離型フィルム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　即ち、本発明は、以下の構成よりなる。
１．　ポリエステルフィルムの少なくとも片面に帯電防止層、離型層の順に積層されてい
る離型フィルムであって、離型フィルム表面の表面固有抵抗が１×１０１１Ω／□以下で
あることを特徴とする固体高分子型燃料電池成型用離型フィルム。
２．　ポリエステルフィルムが、ポリエチレンテレフタレートフィルムであることを特徴
とする上記第１に記載の固体高分子型燃料電池成型用離型フィルム。
３．　離型層表面の表面自由エネルギーの極性成分と水素結合成分を合計した値が８ｍＪ
／ｍ２以下であることを特徴とする上記第１または第２に記載の固体高分子型燃料電池成
型用離型フィルム。　
４．　離型層に含まれる樹脂の少なくとも一つがガラス転移温度１３０℃以上であること
を特徴とする上記第１～第３のいずれかに記載の固体高分子型燃料電池成型用離型フィル
ム。
５．　離型層に含まれる樹脂が、環状ポリオレフィン系の樹脂であることを特徴とする上
記第１～第４のいずれかに記載の固体高分子型燃料電池成型用離型フィルム。
６．　離型層にナノ粒子を含むことを特徴とする上記第１～第５のいずれかに記載の固体
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高分子型燃料電池成型用離型フィルム。
７．　１６０℃における熱収縮率が０．８％以下であることを特徴とする上記第１～第６
のいずれかに記載の固体高分子型燃料電池成型用離型フィルム。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　本発明の離型フィルムの離型層に含まれる樹脂（Ａ）としては、オレフィン系樹脂およ
びフッ素系樹脂から選ばれるものであることが好ましい。また、これらの離型層は、前記
のような樹脂（Ａ）を含む塗布液がコーティングされることによりポリエステルフィルム
上に設けられることが好ましい形態である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
　本発明の離型フィルムの離型層に用いる樹脂（Ａ）のガラス転移温度（Ｔｇ）は、耐熱
性の観点から１３０℃以上あることが好ましく、１５０℃以上であることがより好ましい
。樹脂（Ａ）のガラス転移温度（Ｔｇ）は高いことが好ましく、例えば、３５０℃程度と
言え、３００℃以下でも構わない。そして、樹脂（Ａ）の材質としては、上記のような環
状ポリオレフィン系の樹脂であることが特に好ましい。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３０】
（比較例２）
　帯電防止層をポリエステルフィルムの離型層を塗工する面とは反対側に設けたこと以外
は実施例２と同様にして固体高分子型燃料電池部材成型用離型フィルムを得た。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３２】
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【表１】
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